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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　プラントに設置されたフィールド機器から得られる情報を表示する情報表示方法であっ
て、
　前記プラントで行われる保守管理作業を特定する作業情報を入力する第１ステップと、
　前記プラントで行われる保守管理作業毎に関連付けられた複数の前記フィールド機器の
うち、前記第１ステップで入力された前記作業情報で特定される保守管理作業に関連付け
られた複数の前記フィールド機器から得られる情報を、前記フィールド機器を特定する機
器特定情報に対応させて表示する第２ステップと
　を有することを特徴とする情報表示方法。
【請求項２】
　前記第２ステップは、前記フィールド機器から得られる測定結果を示す第１情報と診断
結果を示す第２情報との少なくとも一方を、前記機器特定情報に対応させて表示するステ
ップであることを特徴とする請求項１記載の情報表示方法。
【請求項３】
　前記第２ステップは、前記第１情報を、前記第１情報の各々に対して予め設定された閾
値の何れか１つと対応づけて表示するステップであることを特徴とする請求項２記載の情
報表示方法。
【請求項４】
　前記第１情報の少なくとも１つの値が、該第１情報に対して予め設定された前記閾値を
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超えたときに、警報を発する第３ステップを有することを特徴とする請求項３記載の情報
表示方法。
【請求項５】
　前記第３ステップは、前記第１情報の値が前記閾値を超えた旨を示す警告と、該警告に
対する対処とを表示するステップであることを特徴とする請求項４記載の情報表示方法。
【請求項６】
　前記第３ステップは、前記警報の表示とともに、前記警報を音と振動との少なくとも一
方によって発するステップであることを特徴とする請求項４又は請求項５記載の情報表示
方法。
【請求項７】
　プラントに設置されたフィールド機器から得られる情報を表示する情報表示装置におい
て、
　前記プラントで行われる保守管理作業を特定する作業情報を入力する入力部と、
　前記プラントで行われる保守管理作業毎に関連付けられた複数の前記フィールド機器の
うち、前記入力部に入力された前記作業情報で特定される保守管理作業に関連付けられた
複数の前記フィールド機器から得られる情報を、前記フィールド機器を特定する機器特定
情報に対応させて表示する表示部と
　を備えることを特徴とする情報表示装置。
【請求項８】
　プラントに設置されたフィールド機器から得られる情報を表示する情報表示システムに
おいて、
　前記プラントで行われる保守管理作業毎に関連付けられた複数の前記フィールド機器を
示すマスタデータを格納するサーバ装置と、
　ネットワークを介して前記サーバ装置に接続され、前記プラントで行われる保守管理作
業を特定する作業情報を入力し、前記サーバ装置に格納された前記マスタデータに基づい
て、前記作業情報で特定される保守管理作業に関連付けられた複数の前記フィールド機器
から得られる情報を、前記フィールド機器を特定する機器特定情報に対応させて表示する
第１端末装置と
　を備えることを特徴とする情報表示システム。
【請求項９】
　前記ネットワークを介して前記サーバ装置に接続され、前記第１端末装置の識別子を特
定することで、前記第１端末装置の表示内容と同一内容を表示可能な第２端末装置を備え
ることを特徴とする請求項８記載の情報表示システム。
【請求項１０】
　コンピュータを、プラントに設置されたフィールド機器から得られる情報を表示する情
報表示手段として機能させる情報表示プログラムであって、
　前記コンピュータを、前記プラントで行われる保守管理作業を特定する作業情報を入力
する入力手段と、
　前記プラントで行われる保守管理作業毎に関連付けられた複数の前記フィールド機器の
うち、前記入力手段に入力された前記作業情報で特定される保守管理作業に関連付けられ
た複数の前記フィールド機器から得られる情報を、前記フィールド機器を特定する機器特
定情報に対応させて表示する表示手段と
　して機能させることを特徴とする情報表示プログラム。
【請求項１１】
　請求項１０記載の情報表示プログラムを記録したコンピュータ読み取り可能な記録媒体
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、情報表示方法、情報表示装置、情報表示システム、情報表示プログラム、及
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び記録媒体に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、プラントや工場においては、フィールド機器と呼ばれる現場機器（測定器、
操作器、表示器、報知器、その他の機器）と、これらの制御を行う制御装置とが通信手段
を介して接続された分散制御システム（ＤＣＳ：Distributed Control System）が構築さ
れており、高度な自動操業が実現されている。このような分散制御システムが構築された
プラント等においては、異常な動作の予防、測定精度の維持等の観点から、作業員による
フィールド機器の保守管理（メンテナンス）が定期又は不定期に行われる。
【０００３】
　近年においては、フィールド機器の保守管理を効率的に行うために、上記の分散制御シ
ステムとともに、ＰＲＭ（登録商標）（Plant Resource Manager）と呼ばれる統合機器管
理システムが構築されることが多くなっている。この統合機器管理システムは、フィール
ド機器毎の保守スケジュールの管理等を行う機能（保守情報管理機能）、フィールド機器
毎の状態監視や調整等を行う機能（保守点検作業機能）、及び保守点検結果の記録及び報
告を行う機能（保守点検結果管理機能）を有している。
【０００４】
　以下の特許文献１には、上記の統合機器管理システムで用いられるフィールド機器通信
装置（フィールド機器通信サーバ手段）が開示されている。このフィールド機器通信サー
バ手段は、フィールド機器の制御を行うコントローラと半同期型通信を行って、フィール
ド機器の測定結果（プロセス値）や故障等の診断情報を収集し、上位装置（例えば、プラ
ント等の運転員が操作する端末装置）からの要求があった場合に、収集した情報を上位装
置に提供するものである。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００３－３３３１２１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　ところで、プラント等の保守作業は、プラント全体を停止させて一挙に行うのではなく
、一部のプロセスのみを停止させて行う場合がある。例えば、化学物質の貯蔵タンクの点
検や交換は、貯蔵タンクに接続されている配管に設けられたバルブを手作業により閉鎖し
、貯蔵タンクに関連する周辺装置での化学反応を抑制し、プロセスを停止させた状態で行
われる場合がある。このような保守作業を行う場合には、保守対象の装置（上記の例では
、貯蔵タンク）に加えて、保守対象の装置に関連する周辺装置の装置状態を把握する必要
がある。
【０００７】
　ここで、プラント等の保守作業は、プラント等の運転員と現場の作業員とが事前に作業
手順を決定して文書化し、この文書化された手順に従って行われる。具体的に、プラント
等の運転員は、上述した統合機器管理システムを操作してフィールド機器の状態を観察し
、携帯電話機等を用いて現場の作業員と会話による確認（例えば、実際のプロセス値や機
器状態の確認）を行いながら決定された手順に従って作業を行う。また、現場の作業員は
、近接可能な位置に設置されているフィールド機器の場合には、表示画面の表示内容を目
視により確認し、或いは専用端末装置を接続して必要な情報を取得し、近接が困難な位置
に設置されているフィールド機器の場合には、プラント等の運転員に依頼してそのフィー
ルド機器のプロセス値等を得る作業を行う。
【０００８】
　しかしながら、プラント等の運転員は、上述の統合機器管理システムによって保守対象
の装置を把握することは可能であるものの、その保守対象の装置に関連する周辺装置につ
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いては、知識と経験が無ければ把握することが困難である。また、現場の作業員は、仮に
保守対象の装置に関連する周辺装置を認識することができたとしても、その周辺装置に設
けられたフィールド機器に近接できなければ、表示内容の目視による確認や専用端末装置
を用いた情報の取得を行うことができないため、本来の作業（フィールド機器の状態監視
）を効率的に行うことはできない。
【０００９】
　本発明は上記事情に鑑みてなされたものであり、知識や経験が十分でなくとも保守対象
の装置に関連する周辺装置の状態を表示することができ、これにより保守作業を容易に行
うことが可能な情報表示方法、情報表示装置、情報表示システム、情報表示プログラム、
及び記録媒体を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上記課題を解決するために、本発明の情報表示方法は、プラントに設置されたフィール
ド機器（１１）から得られる情報を表示する情報表示方法であって、前記プラントで行わ
れる保守管理作業を特定する作業情報を入力する第１ステップ（Ｓ２２）と、前記プラン
トで行われる保守管理作業毎に関連付けられた複数の前記フィールド機器のうち、前記第
１ステップで入力された前記作業情報で特定される保守管理作業に関連付けられた複数の
前記フィールド機器から得られる情報を表示する第２ステップ（Ｓ２３）とを有すること
を特徴としている。
　また、本発明の情報表示方法は、記第２ステップが、前記フィールド機器から得られる
測定結果を示す第１情報（Ｐ１～Ｐ３）と診断結果を示す第２情報（Ｄ１）との少なくと
も一方を、前記フィールド機器を特定する機器特定情報（Ｈ、Ｔ）に対応させて表示する
ステップであることを特徴としている。
　また、本発明の情報表示方法は、前記第２ステップが、前記第１情報を、前記第１情報
の各々に対して予め設定された閾値（ＴＨ１、ＴＨ２）の何れか１つと対応づけて表示す
るステップであることを特徴としている。
　また、本発明の情報表示方法は、前記第１情報の少なくとも１つの値が、該第１情報に
対して予め設定された前記閾値を超えたときに、警報を発する第３ステップ（Ｓ２５）を
有することを特徴としている。
　また、本発明の情報表示方法は、前記第３ステップが、前記第１情報の値が前記閾値を
超えた旨を示す警告と、該警告に対する対処とを表示するステップであることを特徴とし
ている。
　また、本発明の情報表示方法は、前記第３ステップが、前記警報の表示とともに、前記
警報を音と振動との少なくとも一方によって発するステップであることを特徴としている
。
　本発明の情報表示装置は、プラントに設置されたフィールド機器（１１）から得られる
情報を表示する情報表示装置（１４、１５）において、前記プラントで行われる保守管理
作業を特定する作業情報を入力する入力部と、前記プラントで行われる保守管理作業毎に
関連付けられた複数の前記フィールド機器のうち、前記入力部に入力された前記作業情報
で特定される保守管理作業に関連付けられた複数の前記フィールド機器から得られる情報
を表示する表示部とを備えることを特徴としている。
　本発明の情報表示システムは、プラントに設置されたフィールド機器（１１）から得ら
れる情報を表示する情報表示システム（１）において、前記プラントで行われる保守管理
作業毎に関連付けられた複数の前記フィールド機器を示すマスタデータを格納するサーバ
装置（１３）と、ネットワーク（Ｎ２、Ｎ３）を介して前記サーバ装置に接続され、前記
プラントで行われる保守管理作業を特定する作業情報を入力し、前記サーバ装置に格納さ
れた前記マスタデータに基づいて、前記作業情報で特定される保守管理作業に関連付けら
れた複数の前記フィールド機器から得られる情報を表示する第１端末装置（１５）とを備
えることを特徴としている。
　また、本発明の情報表示システムは、前記ネットワークを介して前記サーバ装置に接続
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され、前記第１端末装置の識別子を特定することで、前記第１端末装置の表示内容と同一
内容を表示可能な第２端末装置（１４）を備えることを特徴としている。
　本発明の情報表示プログラムは、コンピュータを、プラントに設置されたフィールド機
器（１１）から得られる情報を表示する情報表示手段として機能させる情報表示プログラ
ムであって、前記コンピュータを、前記プラントで行われる保守管理作業を特定する作業
情報を入力する入力手段と、前記プラントで行われる保守管理作業毎に関連付けられた複
数の前記フィールド機器のうち、前記入力手段に入力された前記作業情報で特定される保
守管理作業に関連付けられた複数の前記フィールド機器から得られる情報を表示する表示
手段として機能させることを特徴としている。
　本発明の記録媒体は、上記の情報表示プログラムを記録したことを特徴としている。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、知識や経験が十分でなくとも保守対象の装置に関連する周辺装置の状
態を表示することができ、これにより保守作業を容易に行うことが可能であるという効果
がある。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本発明の一実施形態による情報表示システムの全体構成を示すブロック図である
。
【図２】本発明の一実施形態で用いられるマスタデータの一例を示す図である。
【図３】本発明の一実施形態において運転監視端末装置及び携帯端末装置に表示される表
示画面の一例を示す図である。
【図４】マスタデータを作成する際の運転監視端末装置の表示内容の一例を示す図である
。
【図５】本発明の一実施形態におけるマスタデータの作成処理を示すフローチャートであ
る。
【図６】本発明の一実施形態における情報の表示処理を示すフローチャートである。
【図７】本発明の一実施形態において運転監視端末装置に表示される端末リストの一例を
示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下、図面を参照して本発明の一実施形態による情報表示方法、情報表示装置、情報表
示システム、情報表示プログラム、及び記録媒体について詳細に説明する。図１は、本発
明の一実施形態による情報表示システムの全体構成を示すブロック図である。
【００１４】
　図１に示す通り、本実施形態の情報表示システム１は、複数のフィールド機器１１、フ
ィールド通信サーバ１２、データベースサーバ１３（サーバ装置）、運転監視端末装置１
４（第２端末装置）、及び携帯端末装置１５（第１端末装置）を備える。かかる構成の情
報表示システム１は、保守管理作業に関連する複数のフィールド機器１１から得られる情
報を運転監視端末装置１４及び携帯端末装置１５に表示可能としたものである。
【００１５】
　このような情報表示システム１は、例えばプラントや工場等（以下、これらを総称する
場合には、単に「プラント」という）に構築される。ここで、上記のプラントとしては、
化学等の工業プラントの他、ガス田や油田等の井戸元やその周辺を管理制御するプラント
、水力・火力・原子力等の発電を管理制御するプラント、太陽光や風力等の環境発電を管
理制御するプラント、上下水やダム等を管理制御するプラント等がある。
【００１６】
　図１に示す通り、情報表示システム１には、制御ネットワークＮ１、アプリケーション
ネットワークＮ２（ネットワーク）、及び無線ネットワークＮ３（ネットワーク）が設け
られている。制御ネットワークＮ１は、例えばプラントの現場に敷設された有線のネット
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ワークであり、フィールド機器１１及びフィールド通信サーバ１２が接続される。アプリ
ケーションネットワークＮ２は、例えばプラントの監視室（オペレーションルーム）に敷
設された有線のネットワークであり、フィールド通信サーバ１２、データベースサーバ１
３、及び運転監視端末装置１４が接続される。
【００１７】
　無線ネットワークＮ３は、プラントの現場に形成された無線のネットワークであり、携
帯端末装置１５が接続される。ここで、無線ネットワークＮ３は、アプリケーションネッ
トワークＮ２に接続されているため、携帯端末装置１５は、無線ネットワークＮ３を介し
てアプリケーションネットワークＮ２に接続されたフィールド通信サーバ１２及びデータ
ベースサーバ１３にアクセスすることが可能である。
【００１８】
　フィールド機器１１は、例えば流量計や温度センサ等のセンサ機器、流量制御弁や開閉
弁等のバルブ機器、ファンやモータ等のアクチュエータ機器、プラント内の状況や対象物
を撮影するカメラやビデオ等の撮像機器、プラント内の異音等を収集したり警報音等を発
したりするマイクやスピーカ等の音響機器、各機器の位置情報を出力する位置検出機器、
その他の機器である。
【００１９】
　このようなフィールド機器１１は、プラントの現場に複数設置されており、各々がコン
トローラ（図示省略）によって一元的に管理（制御）される。これらフィールド機器１１
は、自己の状態を診断する自己診断機能を備えており、自己診断機能による診断結果を示
す情報（ステータス）やフィールド機器１１で生じた異常を示す情報（アラーム）を不図
示のコントローラに送信する。
【００２０】
　フィールド通信サーバ１２は、フィールド機器１１を制御する不図示のコントローラと
の間で、制御ネットワークＮ１を介した通信（例えば、半同期型通信）を行い、フィール
ド機器１１の測定結果（プロセス値）や、フィールド機器１１の自己診断結果を示す診断
情報を収集する。このフィールド通信サーバ１２は、例えばプラントの監視室内に設置さ
れる。
【００２１】
　データベースサーバ１３は、プラントで行われる保守管理作業に関連する複数のフィー
ルド機器１１から得られる情報を、運転監視端末装置１４及び携帯端末装置１５に表示さ
せるために必要となる各種データを格納する。具体的に、データベースサーバ１３は、プ
ラントで行われる保守管理作業毎に関連付けられた複数のフィールド機器１１を示すマス
タデータ、及び各フィールド機器１１のプロセス値や診断情報を格納する。尚、詳細は後
述するが、上記のマスタデータは運転監視端末装置１４からの指示に応じて作成され、上
記のプロセス値や診断情報はフィールド通信サーバ１２から取得される。このデータベー
スサーバ１３も、フィールド通信サーバ１２と同様に、例えばプラントの監視室内に設置
される。
【００２２】
　図２は、本発明の一実施形態で用いられるマスタデータの一例を示す図である。図２に
示す通り、マスタデータは、「作業名称」対して、「タグ」、「閾値」、及び「メッセー
ジ」が対応づけられたデータである。上記「作業名称」は、プラントで行われる保守管理
作業の名称であり、運転監視端末装置１４を操作する者（本実施形態では、プラントの運
転員Ｍであるとする）によって設定される。
【００２３】
　尚、この「作業名称」は、任意の名称を設定することが可能であるが、設定された「作
業名称」を参照した者（現場の作業員Ｗ、或いはプラントの運転員Ｍ）が、保守管理作業
の内容を直ちに理解できる名称にすることが望ましい。図２に示す例では、“ボイラ交換
作業”、“タンク洗浄作業”、“タンク交換作業”、“冷媒槽切替作業”なる作業名称が
設定されている。
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【００２４】
　上記「タグ」は、フィールド機器１１の識別を容易にするためにフィールド機器１１の
各々に設定される識別情報である。この「タグ」が「作業名称」と対応づけられることに
よって、「タグ」は、プラントで行われる保守管理作業に関連するフィールド機器１１を
示す情報を意味することとなる。図２に示す例では、“ボイラ交換作業”なる作業名称に
対して、“ＰＴ１００１”、“ＬＩＣ５１１”、“ＰＴＬ２１１”なるタグが対応づけら
れている。
【００２５】
　上記「閾値」は、フィールド機器１１から得られるプロセス値が異常であるか否かを判
定するために設定される値である。フィールド機器１１から得られるプロセス値は、正常
な状態では、一定の範囲内に収まっていることが殆どであるため、上記「閾値」は、上限
閾値と下限閾値とが設定される。図２に示す例では、“ＰＴ１００１”なるタグが設定さ
れたフィールド機器に対して、上限閾値“ＴＨ１１”及び下限閾値“ＴＨ１２”が対応づ
けられている。
【００２６】
　上記「メッセージ」は、フィールド機器１１から得られるプロセス値が、対応づけられ
ている閾値を超えた場合に、現場の作業員Ｗやプラントの運転員Ｍに対して注意を喚起す
るために用意された文字列である。この「メッセージ」には、現在の現状を示すために何
れのプロセス値が閾値を超えたのかを示す警告と、将来の事故の発生を防止するために警
告に対して取るべき対処とが含まれることが望ましい。図２に示す例では、“ボイラ交換
作業”なる作業名称に対して、“冷媒槽の温度が閾値を超えました”なる警告と“ボイラ
を緊急停止して退避して下さい”なる対処とからなるメッセージが対応づけられている。
【００２７】
　また、フィールド通信サーバ１２から取得されたプロセス値や診断情報も、マスタデー
タに含まれる上記の「作業名称」に対応づけられて格納される。例えば、図２に示す例に
おいて、“ボイラ交換作業”なる作業名称に対応付けられている“ＰＴ１００１”、“Ｌ
ＩＣ５１１”、“ＰＴＬ２１１”なるタグが設定されているフィールド機器から得られた
プロセス値及び診断情報は、これらが得られた時刻とともに、“ボイラ交換作業”なる作
業名称に対応付けられてデータベースサーバ１３に格納される。
【００２８】
　運転監視端末装置１４は、プラントの運転員Ｍによって操作され、プラントの運転状態
を監視するために設けられた端末装置である。具体的に、運転監視端末装置１４は、フィ
ールド通信サーバ１２で収集されたフィールド機器１１のプロセス値や診断情報を取得し
、プラントの運転員Ｍの指示に応じてプラント全体又は一部の運転状況を表示する。また
、運転監視端末装置１４は、プラントの運転員Ｍの指示に応じて不図示のコントローラを
制御することにより、プラントの運転状況を管理する。
【００２９】
　また、運転監視端末装置１４は、プラントの運転員Ｍの指示に応じて、前述したマスタ
データの作成を行い、或いは既に作成されているマスタデータに基づいてプラントで行わ
れる保守管理作業に関連する複数のフィールド機器１１から得られる情報を表示する。尚
、詳細は後述するが、運転監視端末装置１４は、プラントの運転員Ｍの指示によって携帯
端末装置１５に割り当てられているＩＤ（識別子）が特定されることにより、現場の作業
員Ｗが用いている携帯端末装置１５の表示内容と同一内容を表示させることも可能である
。この、運転監視端末装置１４は、例えばキーボードやマウス等の入力装置（入力部、入
力手段）、液晶表示装置等の表示装置（表示部、表示手段）等を備えるデスクトップ型の
コンピュータによって実現される。
【００３０】
　携帯端末装置１５は、現場の作業員Ｗによって操作され、フィールド機器１１のプロセ
ス値や診断情報を得るために用いられる端末装置である。この携帯端末装置１５は、無線
ネットワークＮ３を介してアプリケーションネットワークＮ２に接続されたフィールド通
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信サーバ１２及びデータベースサーバ１３にアクセス可能である。このため。携帯端末装
置１５は、運転監視端末装置１４と同様に、現場の作業員Ｗの指示に応じて、マスタデー
タに基づいてプラントで行われる保守管理作業に関連する複数のフィールド機器１１から
得られる情報を表示可能である。この携帯端末装置１５は、例えばキーボードやマウス等
の入力装置（入力部、入力手段）、液晶表示装置等の表示装置（表示部、表示手段）等を
備えるノート型のコンピュータ、タッチパネル（入力部、入力手段、表示部、表示手段）
を備えるタブレット型のコンピュータ、或いはＰＤＡ（Personal Digital Assistant）等
によって実現される。
【００３１】
　ここで、運転監視端末装置１４における上記の機能（マスタデータ作成機能、マスタデ
ータに基づいた表示機能）、及び携帯端末装置１５における上記の機能（マスタデータに
基づいた表示機能）は、各々の機能を実現するためのプログラムが、コンピュータに設け
られたＣＰＵ（中央処理装置）で実行されることによって実現される。つまり、運転監視
端末装置１４及び携帯端末装置１５における上記の機能は、ソフトウェアとハードウェア
資源とが協働することによって実現される。
【００３２】
　ここで、上記の機能を実現するプログラムは、例えばＣＤ－ＲＯＭ又はＤＶＤ（登録商
標）－ＲＯＭ等のコンピュータ読み取り可能な記録媒体に記録された状態で配布され、或
いはインターネット等の外部のネットワークを介して配布される。上記の機能は、記録媒
体に記録されたプログラムを読み出してインストールすることにより、或いは外部ネット
ワークを介してダウンロードされたプログラムをインストールすることによりソフトウェ
ア的に実現される。
【００３３】
　次に、プラントの運転員Ｍによって操作される運転監視端末装置１４、及び現場の作業
員Ｗによって操作される携帯端末装置１５に表示される表示画面について説明する。図３
は、本発明の一実施形態において運転監視端末装置及び携帯端末装置に表示される表示画
面の一例を示す図である。プラントの運転員Ｍ及び現場の作業員Ｗの指示によって、運転
監視端末装置１４及び携帯端末装置１５には、図３に示す周辺プロセス監視画面ＷＤ１が
それぞれ表示される。この周辺プロセス監視画面ＷＤ１は、プラントで行われる保守管理
作業に関連する複数のフィールド機器１１から得られる情報を表示可能な画面である。
【００３４】
　尚、プラントの運転員Ｍ及び現場の作業員Ｗが、前述したマスタデータの同じ作業名称
を指示した場合には、運転監視端末装置１４に表示される周辺プロセス監視画面ＷＤ１と
、携帯端末装置１５に表示される周辺プロセス監視画面ＷＤ１とは同じ表示内容になる。
これに対し、異なる作業名称を指示した場合には、運転監視端末装置１４に表示される周
辺プロセス監視画面ＷＤ１と、携帯端末装置１５に表示される周辺プロセス監視画面ＷＤ
１とは異なる表示内容になる。
【００３５】
　図３に示す通り、周辺プロセス監視画面ＷＤ１には、プロセス値表示領域Ｒ１、診断情
報表示領域Ｒ２、メッセージ表示領域Ｒ３、マスタデータ呼び出しボタンＢ１、及び開始
ボタンＢ２が設けられている。プロセス値表示領域Ｒ１は、プラントで行われる保守管理
作業に関連する複数のフィールド機器１１から得られるプロセス値Ｐ１～Ｐ３（第１情報
）が、凡例Ｈとともに表示される領域である。つまり、プロセス値表示領域Ｒ１には、フ
ィールド機器１１から得られるプロセス値Ｐ１～Ｐ３が、フィールド機器１１を特定する
機器特定情報である凡例Ｈに対応した状態で表示される。
【００３６】
　また、プロセス値表示領域Ｒ１には、プロセス値Ｐ１～Ｐ３に対して予め設定された閾
値の何れか１つ（上限閾値ＴＨ１及び下限閾値ＴＨ２）が、プロセス値Ｐ１～Ｐ３に対応
して表示される。尚、プロセス値表示領域Ｒ１に表示される上限閾値ＴＨ１及び下限閾値
ＴＨ２は、カーソルＣを用いてプロセス値表示領域Ｒ１に表示されているプロセス値Ｐ１
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～Ｐ３の何れか１つを特定する操作を行うことにより、プロセス値Ｐ１に対して設定され
たもの、プロセス値Ｐ２に対して設定されたもの、又はプロセス値Ｐ３に対して設定され
たものを表示させることが可能である。
【００３７】
　診断情報表示領域Ｒ２は、プラントで行われる保守管理作業に関連する複数のフィール
ド機器１１から得られる診断情報Ｄ１（第２情報）が、タグＴ（伝送器タグ）に対応づけ
て表示される領域である。つまり、診断情報表示領域Ｒ２には、フィールド機器１１から
得られる診断情報Ｄ１が、フィールド機器１１を特定する機器特定情報であるタグＴに対
応した状態で表示される。尚、図３に示す例では、診断情報を直感的に理解できるよう、
診断情報が、診断情報の内容に応じたアイコンと共に表示されている。
【００３８】
　メッセージ表示領域Ｒ３は、プロセス値Ｐ１～Ｐ３の何れかが、対応づけられている閾
値を超えた場合に、現場の作業員Ｗやプラントの運転員Ｍに対して注意を喚起するための
メッセージ（図２参照）が表示される領域である。図３に示す例では、“冷媒槽の温度が
閾値を超えました”なる警告と“ボイラを緊急停止して退避して下さい”なる対処とから
なるメッセージが表示されている。尚、図３に示す例では、上記のメッセージが、注意喚
起のアイコン（エクスクラメーションマークが円に囲われているマーク）とともに表示さ
れている。
【００３９】
　マスタデータ呼び出しボタンＢ１は、データベースサーバ１３に格納されているマスタ
データを呼び出す（読み出す）ためのボタンである。カーソルＣを用いてマスタデータ呼
び出しボタンＢ１を押下する操作を行うことにより、マスタデータに含まれる「作業名称
」のリストＬ１（図４参照）が一覧表示される。このリストから１つの「作業名称」を選
択し、開始ボタンＢ２を押下する操作を行えば、周辺プロセス監視画面ＷＤ１の表示内容
を変えることができる。尚、開始ボタンＢ２は、周辺プロセス監視画面ＷＤ１に対する表
示を開始させ、或いは周辺プロセス監視画面ＷＤ１の表示内容の切り替えを指示するボタ
ンである。
【００４０】
　尚、詳細は後述するが、運転監視端末装置１４では、周辺プロセス監視画面ＷＤ１を表
示させるプログラムを、「データ作成モード」で起動させ、或いは「モニタモード」で起
動させることができる。「データ作成モード」は、周辺プロセス監視画面ＷＤ１に表示さ
せるプロセス値及び閾値等を設定してマスタデータを作成するモードである。これに対し
、「モニタモード」は、既に作成されたマスタデータを用いてプロセス値等の参照を行う
モードである。携帯端末装置１５では、周辺プロセス監視画面ＷＤ１を表示させるプログ
ラムを、「モニタモード」のみで起動させることができ、「データ作成モード」で起動さ
せることはできない。
【００４１】
　次に、上記構成における情報表示システム１の動作について説明する。以下では、理解
を容易にするために、まずマスタデータを作成する際の動作（マスタデータ作成時動作）
について説明し、次に保守管理作業時に複数のフィールド機器１１から得られる情報を表
示する際の動作（情報表示時動作）について説明する。
【００４２】
〈マスタデータ作成時動作〉
　マスタデータを作成する場合には、まずプラントの運転員Ｍが、運転監視端末装置１４
を操作し、周辺プロセス監視画面ＷＤ１を表示させるプログラムを「データ作成モード」
で起動させる。また、プラントの運転員Ｍは、運転監視端末装置１４を操作し、フィール
ド機器１１を選択する画面である伝送器選択画面ＷＤ２を運転監視端末装置１４に表示さ
せる。これにより、運転監視端末装置１４には、図４に示す通り、周辺プロセス監視画面
ＷＤ１と伝送器選択画面ＷＤ２とが表示される。図４は、マスタデータを作成する際の運
転監視端末装置の表示内容の一例を示す図である。
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【００４３】
　ここで、プラントの運転員Ｍは、フィールド機器１１の選択を容易にするために、運転
監視端末装置１４を操作して、図４に示す通り、保守管理作業が行われる装置（保守対象
装置）、保守対象装置に関連する周辺装置、並びに保守対象装置及び周辺装置に設けられ
たフィールド機器１１が伝送器選択画面ＷＤ２に表示されている状態とする。このような
伝送器選択画面ＷＤ２は、データベースサーバ１３に予め格納されているプラント情報（
プラントに設けられた各種の装置やフィールド機器１１の配置や接続関係を示す情報）を
用いて作成される。尚、図４に示す例では、保守対象装置が、例えば「ボイラ」であり、
周辺装置が、例えば「蒸留槽」や「冷媒槽」である。
【００４４】
　図４に示す通り、周辺プロセス監視画面ＷＤ１と伝送器選択画面ＷＤ２とが運転監視端
末装置１４に表示された状態で、マスタデータの作成が開始される。図５は、本発明の一
実施形態におけるマスタデータの作成処理を示すフローチャートである。マスタデータの
作成処理が開始されると、まずプラントの運転員Ｍの操作に応じて、プラントで行われる
保守管理作業の作業名称を入力する処理が運転監視端末装置１４で行われる（ステップＳ
１１）。尚、ここでは理解を容易にするために、“ボイラ交換作業”なる作業名称が入力
されたとする。
【００４５】
　次に、プラントの運転員Ｍの操作に応じて、保守管理作業に関連するフィールド機器１
１を選択する処理が運転監視端末装置１４で行われる（ステップＳ１２）。具体的には、
図４に示す通り、カーソルＣを用いてデバイスリストＬ２（伝送器選択画面ＷＤ２に表示
されているフィールド機器１１のタグが一覧表示されたリスト）に表示されたタグの１つ
を特定し、特定したタグを周辺プロセス監視画面ＷＤ１にドラッグ・アンド・ドロップす
る操作がプラントの運転員Ｍによってなされたフィールド機器１１を選択する処理が行わ
れる。尚、図４においては、“ＰＴ１００１”なるタグが設定されているフィールド機器
１１がドラッグ・アンド・ドロップされた状態を図示している。
【００４６】
　ここで、上記のフィールド機器１１を選択する処理は、プラントの運転員Ｍの操作に応
じて複数回行われる。具体的には、プラントの運転員Ｍが、“ボイラ交換作業”なる保守
管理作業に関連付けたいフィールド機器１１の数の分だけ行われる。尚、図４に示す例で
は、“ＰＴ１００１”、“ＬＩＣ５１１”、“ＰＴＬ２１１”なるタグが設定されている
３台のフィールド機器１１を選択する処理が行われた状態を図示している。フィールド機
器１１の選択が行われると、選択されたフィールド機器１１から得られたプロセス値Ｐ１
～Ｐ３及び診断情報Ｄ１が周辺プロセス監視画面ＷＤ１のプロセス値表示領域Ｒ１及び診
断情報表示領域Ｒ２にそれぞれ表示される。
【００４７】
　続いて、選択したフィールド機器１１から得られるプロセス値Ｐ１～Ｐ３に対する閾値
を設定する処理が運転監視端末装置１４で行われる（ステップＳ１３）。具体的には、カ
ーソルＣを用いて周辺プロセス監視画面ＷＤ１のプロセス値表示領域Ｒ１に表示されたプ
ロセス値Ｐ１～Ｐ３又は凡例Ｈを順次特定し、特定したプロセス値の上限閾値ＴＨ１及び
下限閾値ＴＨ２を順次設定するプラントの運転員Ｍの操作に応じて、プロセス値Ｐ１～Ｐ
３に対する閾値が設定される。ここで、閾値の設定は、プロセス値表示領域Ｒ１に表示さ
れたプロセス値Ｐ１～Ｐ３の大きさに応じて自動的に表示される目盛りＧを目安として行
われる。
【００４８】
　次いで、選択したフィールド機器１１のプロセス値Ｐ１～Ｐ３が設定した閾値を超えた
場合に、周辺プロセス監視画面ＷＤ１に表示するメッセージを入力する処理が運転監視端
末装置１４で行われる（ステップＳ１４）。例えば、カーソルＣを用いて周辺プロセス監
視画面ＷＤ１のメッセージ表示領域Ｒ３を特定し、特定したメッセージ表示領域Ｒ３にメ
ッセージを入力するプラントの運転員Ｍの操作に応じて、メッセージが入力される。
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【００４９】
　以上の処理が終了し、運転監視端末装置１４に表示されている周辺プロセス監視画面Ｗ
Ｄ１を閉じる操作をプラントの運転員Ｍが行うと、マスタデータの更新を確認する確認画
面が表示される。この確認画面で更新を指示すると、マスタデータが作成されてデータベ
ースサーバ１３に登録される（ステップＳ１５）。具体的には、ステップＳ１１で入力さ
れた「作業名称」に対し、ステップＳ１２で選択されたフィールド機器１１の「タグ」、
ステップＳ１３で設定された「閾値」、及びステップＳ１４で入力された「メッセージ」
が対応付けられたマスタデータが生成されて、データベースサーバ１３に格納される。
【００５０】
　尚、データベースサーバ１３に既にマスタデータが登録されている場合には、周辺プロ
セス監視画面ＷＤ１に設けられたマスタデータ呼び出しボタンＢ１を押下する操作を行う
ことにより、マスタデータに含まれる「作業名称」のリストＬ１が表示される。カーソル
Ｃを用いてリストＬ１に表示された「作業名称」を１つ選択すれば、その作業名称に関連
付けられている「タグ」、「閾値」、及び「メッセージ」を編集することができる。
【００５１】
〈情報表示時動作〉
　プラントで保守管理作業を行う際に、保守管理作業に関連する複数のフィールド機器１
１から得られる情報を表示する場合には、プラントの運転員Ｍが、運転監視端末装置１４
を操作して周辺プロセス監視画面ＷＤ１を表示させるプログラムを「モニタモード」で起
動させ、或いは、現場の作業員Ｗが、携帯端末装置１５を操作して周辺プロセス監視画面
ＷＤ１を表示させるプログラムを「モニタモード」で起動させる。尚、以下では説明を簡
単にするために、現場の作業員Ｗが操作する携帯端末装置１５に情報を表示する場合を例
に挙げて説明する。
【００５２】
　上記のプログラムが起動されると、現場の作業員Ｗが操作する携帯端末装置１５には、
周辺プロセス監視画面ＷＤ１が表示される。但し、ここで表示される周辺プロセス監視画
面ＷＤ１のプロセス値表示領域Ｒ１、診断情報表示領域Ｒ２、及びメッセージ表示領域Ｒ
３に何も表示されてはいない。このような周辺プロセス監視画面ＷＤ１が表示された後に
、図６に示すフローチャートの処理が行われる。図６は、本発明の一実施形態における情
報の表示処理を示すフローチャートである。
【００５３】
　まず、現場の作業員Ｗが、カーソルＣを用いて周辺プロセス監視画面ＷＤ１に設けられ
たマスタデータ呼び出しボタンＢ１を押下する操作を行うと、データベースサーバ１３に
格納されたマスタデータが呼び出される。そして、マスタデータに含まれる「作業名称」
のリストＬ１（図４参照）を表示する処理が携帯端末装置１５で行われる（ステップＳ２
１）。
【００５４】
　リストＬ１が表示されている状態で、現場の作業員Ｗが、カーソルＣを用いてリストＬ
１中の作業名称を１つ選択した上で、開始ボタンＢ２を押下する操作を行うと、選択され
た作業名称（作業情報）が携帯端末装置１５に入力される（ステップＳ２２：第１ステッ
プ）。すると、入力された作業名称に対応づけられた「タグ」、「閾値」、及び「メッセ
ージ」がマスタデータから読み出されるとともに、入力された作業名称に対応づけられた
プロセス値や診断情報がデータベースサーバ１３から読み出される。
【００５５】
　これにより、携帯端末装置１５には、例えば図３に示す周辺プロセス監視画面ＷＤ１が
表示される（ステップＳ２３：第２ステップ）。つまり、上記のリストＬ１から“ボイラ
交換作業”が選択されたとすると、図３に示す通り、ＰＴ１００１”、“ＬＩＣ５１１”
、“ＰＴＬ２１１”なるタグが設定されているフィールド機器１１から得られるプロセス
値Ｐ１～Ｐ３が、凡例Ｈとともにプロセス値表示領域Ｒ１に表示され、これらのフィール
ド機器１１から得られる診断情報Ｄ１がタグＴに対応した状態で診断情報表示領域Ｒ２に
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表示される。
【００５６】
　このような周辺プロセス監視画面ＷＤ１を参照することで、現場の作業員Ｗは、プラン
トで行っている保守管理作業について、どの程度の範囲の周辺装置やフィールド機器１１
が関連しているのかを知ることができる。また、現場の作業員Ｗは、プラントで行ってい
る保守管理作業に関連するフィールド機器１１から得られる情報（プロセス値Ｐ１～Ｐ３
及び診断情報Ｄ１）に基づいて、そのフィールド機器１１が設置された周辺装置の状態等
を知ることもできる。
【００５７】
　図３に例示する周辺プロセス監視画面ＷＤ１が表示されている間、プロセス値表示領域
Ｒ１に表示されたプロセス値Ｐ１～Ｐ３の何れかが、対応づけられている閾値を超えたか
否かを判断する処理が携帯端末装置１５で行われる（ステップＳ２４）。仮に、プロセス
値Ｐ１～Ｐ３の何れかが、対応づけられている閾値を超えたと判断されると（判断結果が
「ＹＥＳ」になると）、警報を発する処理が携帯端末装置１５で行われる（ステップＳ２
５：第３ステップ）。
【００５８】
　例えば、図３に示す通り、“冷媒槽の温度が閾値を超えました”なる警告と“ボイラを
緊急停止して退避して下さい”なる対処とからなるメッセージが、周辺プロセス監視画面
ＷＤ１のメッセージ表示領域Ｒ３に表示する処理が行われる。ここで、現場の作業員Ｗは
、作業のために両手が塞がっていることが多いため、上記のメッセージの表示とともに、
警報を音（ブザー）や振動（バイブレーション）によって発するようにしても良い。尚、
上記メッセージとともに警報の種類や重要度を示す情報をマスタデータに設定可能とし、
警報を発する場合には、警報の種類や重要度に応じて音や振動のパターンを変えるによう
しても良い。
【００５９】
　現場の作業員Ｗが携帯端末装置１５を用いて作業を行っている最中に、プラントの運転
員Ｍが、運転監視端末装置１４を操作して携帯端末装置１５のリスト表示を指示すると、
図７に示す端末リストＬ３が運転監視端末装置１４に表示される。図７は、本発明の一実
施形態において運転監視端末装置に表示される端末リストの一例を示す図である。運転監
視端末装置１４及び携帯端末装置１５は、図１に示す通り、アプリケーションネットワー
クＮ２及び無線ネットワークＮ３を介して通信可能である。このため、運転監視端末装置
１４は、無線ネットワークＮ３に接続されている携帯端末装置１５を把握でき、図７に示
す端末リストＬ３を表示することができる。
【００６０】
　プラントの運転員Ｍが、図７に示すカーソルＣを用いて端末リストＬ３に表示されたＩ
Ｄ（例えば、“００８８８８７６”なるＩＤ）を選択する操作を行うと、選択されたＩＤ
が付されている携帯端末装置１５に表示されている周辺プロセス監視画面ＷＤ１と同じ周
辺プロセス監視画面ＷＤ１が運転監視端末装置１４に表示される。尚、かかる表示がなさ
れているときに、選択されたＩＤが付されている携帯端末装置１５で警報が発せられると
、運転監視端末装置１４でも同様の警報（メッセージの表示、音や振動）が発せられる。
【００６１】
　以上の通り、本実施形態では、プラントで行われる保守管理作業毎に関連付けられた複
数のフィールド機器を示すマスタデータをデータベースサーバ１３に格納しておき、プラ
ントで行われる保守管理作業を特定する作業名称が入力された場合に、マスタデータに基
づいて、入力された作業名称で特定される保守管理作業に関連付けられた複数のフィール
ド機器１１から得られるプロセス値Ｐ１～Ｐ３や診断情報Ｄ１を表示するようにしている
。このため、知識や経験が十分でなくとも保守対象の装置に関連する周辺装置の状態を表
示することができる。これにより、保守作業を容易に行うことが可能である。
【００６２】
　また、本実施形態では、上記のプロセス値Ｐ１～Ｐ３とともに、上限閾値ＴＨ１及び下
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象の装置に関連する周辺装置の状態が正常範囲であるか否かを即座に判断することができ
る。更に、本実施形態では、プロセス値Ｐ１～Ｐ３が閾値（上限閾値ＴＨ１又は下限閾値
ＴＨ２）を超えた場合に、メッセージの表示等を行うようにしている。このため、異常が
生じた場合に、現場の作業員Ｗは、迅速に危険回避行動をとることができる。
【００６３】
　また、本実施形態では、現場の作業員Ｗが操作している携帯端末装置１５の表示内容と
同じものを、プラントの運転員Ｍが操作する運転監視端末装置１４に表示させることがで
きるため、プラントの運転員Ｍが、現場の異常を発見して迅速な判断及び行動をとること
も可能である。また、プラントの運転員Ｍは、運転監視端末装置１４の表示内容を参照す
れば、現場の異常等の状況を容易に把握することができるため、現場の作業員Ｗが携帯電
話機を用いて現場の状況をプラントの運転員Ｍに説明するといった煩雑な作業を省略（或
いは、低減）することができる。
【００６４】
　以上、本発明の一実施形態による情報表示方法、情報表示装置、情報表示システム、情
報表示プログラム、及び記録媒体について詳細に説明したが、本発明は、上述した実施形
態に制限されることなく、本発明の範囲内で自由に変更が可能である。例えば、アプリケ
ーションネットワークＮ２と無線ネットワークＮ３とをインターネット経由で接続するこ
とで、プラントの監視室と現場とが数キロに亘って点在する場合であっても対応すること
ができる。
【００６５】
　また、上記実施形態では、プロセス値Ｐ１～Ｐ３が閾値を超えた場合に、メッセージの
表示とともに、警報を音や振動によって発する例について説明した。しかしながら、携帯
端末装置１５が小型の場合には、メッセージの表示を行わずに、警報を音や振動のみによ
って発するようにしても良い。
【００６６】
　また、上記実施形態では、フィールド通信サーバ１２、データベースサーバ１３、及び
運転監視端末装置１４が、アプリケーションネットワークＮ２を介して接続された形態に
ついて説明した。しかしながら、これらフィールド通信サーバ１２、データベースサーバ
１３、及び運転監視端末装置１４は、一体化されていても良い。
【符号の説明】
【００６７】
　１　　　　　　情報表示システム
　１１　　　　　フィールド機器
　１３　　　　　データベースサーバ
　１４　　　　　運転監視端末装置
　１５　　　　　携帯端末装置
　Ｄ１　　　　　診断情報
　Ｈ　　　　　　凡例
　Ｐ１～Ｐ３　　プロセス値
　Ｔ　　　　　　タグ
　ＴＨ１　　　　上限閾値
　ＴＨ２　　　　下限閾値
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